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庄内産業振興センターから講座・セミナー等のお知らせメールの配信を希望しますか？  （ 希望する ・ 希望しない ・ 登録済）

受講料・テキスト代のお支払方法
どちらかに□をつけてください。

現 金（講座当日の受付時） 銀行振込 受講決定通知と一緒に請求書をお送りします。
銀行振込の場合は手数料をご負担願います。

 

３. ロジカルシンキングの基本② 

　　　　　　～「だから」と「どうして」
（１）根拠と主張の関係でプロセスをつなぐ

（２）「だから？（So what?）」と「どうして？（Why so?）」の関係

（３）「だから？（So what?）」

（４）「どうして？（Why so?）」

４. ロジカルシンキングの基本③ ～演繹法と帰納法
（１）演繹法（三段論法）

（２）帰納法

５. ロジカルシンキングの応用① ～仮説思考
（１）仮説思考のメリット

（２）演繹法と帰納法で仮説を立てる

（３）仮説を検証する

６. ロジカルシンキングの応用② 

　　　　　　～フレームワーク思考
（１）フレームワークのねらい　

（２）フレームワークとして機能するための条件

７. 総合演習

◇ 到達目標
①ロジカルシンキングがビジネスに役立つ感覚をつかむ

②モレなくダブリなく要素を洗い出し、ツリー構造で問題の全体像

をつかむ

③So what？/Why so？を意識した話の展開を考える

④演繹法と帰納法による話の展開方法を習得する

⑤仮説思考・フレームワーク思考について学ぶ

◇ 研修プログラム

１. ロジカルシンキングとは何か
（１）説得力のある話とは

（２）ロジカルであるとはどういうことか

（３）ロジカルであるための３要素　

（４）求められる「全体像」と「筋道」

２. ロジカルシンキングの基本① 

　　　　　　～モレなくダブりなく
（１）モレなくダブりなく

（２）分類を考える際の注意点

（３）問題の全体像をつかむ　～ツリー構造


